
● 届け！全農の取り組み

　ＪＡの集出荷場では、生産者が荷物を持ち込む際の伝
票や卸売市場への出荷報告書など、紙の書類が多く使わ
れており、システムへのパンチ入力や卸売市場へのFAX
送信など、アナログ作業が多く残っている実態にありま
す。全農では、この作業をデジタル化し、集出荷業務を
効率よくするため、出荷情報をデータ化して集出荷場の
荷受けから出荷までの業務をシステムで一元管理できる
クラウドシステム「ＪＡ集出荷システム」（図１）の導入
を推進しています。
　ＪＡ集出荷システムは、令和６年９月からスマートフ
ォン・タブレット入力に対応し、同年11月に生産記帳
スマホアプリ「AGURIHUB」（アグリハブ）との連携も
開始しました。令和７年5月にはＪＡ・生産者間のコミ
ュニケーションツールや二次元コード読み取り機能の追
加実装を予定しています。

　出荷情報のデータ化については、これまでハンディタ
ーミナルによるバーコードやマークシートの読み取りで
対応していましたが、令和６年９月から生産者によるス
マートフォンへの入力や、ＪＡ職員の集荷場でのタブレ

ット入力に対応しました（写真１）。これにより、生産者
の当日出荷や今後の出荷予定を集荷場で事前に把握する
ことが可能となり、集荷場での荷受業務の効率化や紙伝
票の削減につながりました。
　また、タブレット対応により、インターネット回線を
引けない地域にある集出荷場でもシステムを利用できる
ようになりました。

　卸売市場への出荷報告については、これまでシステム
で印刷してFAXで送信していましたが、FAX未送信や送

出荷情報のスマートフォン・
タブレット入力に対応

出荷報告書PDFメール送信機能

「ＪＡ集出荷システム」がバージョンアップ
システムを導入しているＪＡ利用者の声を反映し、複数の機能を追加

写真１　ＪＡ集出荷場でのタブレット操作説明の様子

図１　「ＪＡ集出荷システム」の概要図
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信遅れによる電話問い合わせもしばしば発生しており、改
善を求める声が多くありました。今回、システムにメー
ル送信機能を追加したことにより、出荷報告書の作成と
同時にPDF化して市場担当者にメール送信できるように
なり、FAXや電話対応といったアナログ作業の削減につ
ながりました（図２）。

　生産者が肥料・農薬の管理といった毎日の農作業や農
業経営に係る内容を記帳できるスマートフォンアプリ「ア
グリハブ」とシステム連携を開始しました。アグリハブ
の農業日誌画面からＪＡ集出荷システムの出荷予約画面
に移動して青果物の出荷情報が入力可能となり、栽培履
歴と農薬の記帳から出荷予約までの登録をスマートフォ
ンアプリで完結することで生産者の利便性が向上しまし
た。また、ＪＡも出荷伝票と栽培履歴などの突き合わせ
をシステムのデータで確認できるようになり、作業時間
の短縮が可能になりました。

　ＪＡから生産者に向けた発信（部会開催案内、アンケ
ート、市況連絡など）、および生産者からＪＡへの発信

（出欠確認、アンケート回答など）が、LINEの機能を使
って簡単にやり取りできるようになります（図３）。令和
７年 5 月に追加実装を予定しています。

　さらに、二次元コード読み取り機能も現在開発中です
（図４）。これにより、バーコード読み取り方式よりもシ
ール枚数を削減でき、スマートフォン・タブレットのカ
メラ機能を活用した一括読み込みによる作業時間の短縮、
分荷結果データと突き合わせた検品業務が行えるように
なるなど、さらなる利便性向上が見込めます。

★
　ＪＡ集出荷システムは、今後も青果物・花き集出荷業
務のさらなる効率化に向けてバージョンアップを進めて
いく予定です。安全・安心な青果物をより確実に消費者
のもとに届けられるよう、全農はシス
テム面からのサポートも含め取り組ん
でいきます。

ＪＡ集出荷システムについては二次元コードを
ご覧ください。

� 【全農　園芸部　園芸流通・システム課】

他アプリとのシステム連携

ＪＡ・生産者間のコミュニケーションツール

荷受管理における二次元コードの活用

図２　出荷報告書PDFのメール送信機能（新機能）

図４　二次元コード読み取り機能イメージ

スマートフォンのカメラで
複合二次元コードラベル
を読み取り

図３　ＪＡ・生産者間のコミュニケーションツール

（令和７年5月　実装予定）
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